
【開催日時】
日 時：毎月第１水曜 13:30～
会 場：きらめき広場哲西
参加費：２００円

【問い合わせ】ＮＰＯきらめき広場（哲西町矢田）☎94-2143

【開催日時】
日 時：奇数月第４水曜 13:30～
会 場：新見市地域福祉センター
参加費：２００円

【問い合わせ】新見市社会福祉協議会（金谷）☎72-7316

【開催予定】
日 時：3月(日付未定)10：00～
会 場：正田公民館
参加費：１００円

【問い合わせ】グループホーム花みずき（高尾） ☎71-3030

カフェ
きらめき

ほっとカフェ
ぽえむ

ピオーラ
カフェ

天候や、新型コロナウイルス感染症の状況等により、急遽中止・変更となる場合があります。
参加される際は、各カフェにお問合せください。
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発行おれんじ通信にいみ Vol.5

認知症地域支援推進員は、認知症の方ができる限り住み慣れた環境で
暮らし続けることができるように、認知症の人やそのご家族への支援や
相談などを行う人のことです。
新見市は、現在２名の認知症地域支援推進員を設置しています。

「認知症が心配・・・」
「家族が認知症でどうしたらいいか悩んでいる・・・」
一人で抱え込まず、ぜひ一度、認知症地域支援推進員にご相談ください！

難波です

川上です

講座を開催すると、認知症という言葉を知っている児童も多く、「忘れる病気」と
いう認識があるようです。学びを深めていくと「困っている人がいたら、大丈夫です
かと声をかけてあげたい」「迷子になっていたら、交番まで連れて行ってあげる」と
いった心温まる発言もありました。

認知症サポーターは、認知症について正
しく理解し、認知症の当事者や家族を温か
い目で見守る応援者です。市内では今まで
に延べ5,000人を超える方が講座を受講して
います。
令和元年から新たな取組として、小学生
を対象に講座を始めました。キッズサポー
ター養成として小学４年生を対象に行い、
令和４年度までに市内１０校の学校で延べ
200人を超える児童に講座を開催しました。

■発行元 新見市役所 地域包括支援センター ☎72-6209



カフェ
きらめき

ピオーラ
カフェ

認知症が疑われる人に何が出来ますか
～事例を介して考えましょう～

認知症なら専門職につなぐ等
しながら継続的に見守ること
が大事かなと思います。

今回の研修会には、認知症の当事者、介護者、地域のボランティア、介護の経験者な
ど様々な方が参加されました。参加者の皆さんは、具体的な対応について学びを深め、
どんなことが自分にもできるか考える機会となったようでした。

私たちができること市内のカフェの様子
体操や、レクリエーション、楽しいおしゃべりなどで
あっという間に時間が過ぎていきます。

竿で釣った
番号で
景品ゲット♪

大学生と
楽しい
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ！

体操や
おしゃべりで
交流

ほっと
カフェ
ぽえむ

令和４年９月、アルツハイマー月間に合わせ、
市役所南庁舎で一般の方を対象に研修会を行い
ました。研修会では認知症専門医・サポート医
から講話を聴き、参加者同士の意見交換会を行
いました。
以下に、終了後のアンケートにあった感想を
一部ご紹介します。


